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1 はじめに 
室内などの残響環境下では，音声の聴き取り

が困難になる．この原因のひとつとして，

overlap-masking[1]という，ある音素に付加され

た残響の尾が後続する音素にマスクする現象が

ある．この影響を低減するため，荒井らによっ

て定常部抑圧処理[2]が提案された．この手法は，

単音節明瞭度試験において効果が得られた．し

かし定常部抑圧処理は複雑であるため，実用化

に際し，より簡易な処理を用いる方が，実時間

処理への適用が容易であり，利便性が高い． 
本稿は，実時間処理を将来的な目標としてい

る．定常部は母音に多く存在するため，母音区

間を簡易的に自動検出する手法を提案し，この

手法がどれほどの精度で母音区間を検出出来る

か評価した． 

2 母音区間検出 
 本稿で提案する母音区間検出法は，三好らに

よって提案された，特徴量αを用いた音声区間

検出法[3]を参考にしている．三好らは音声を 25 
msのフレームごとに分け，各フレームにおいて

線形予測分析を用いてスペクトル包絡上に現れ

るフォルマントを推定し，50~3000 Hzの周波数

帯域内に現れるフォルマントのピークを算出す

る．そして算出された全てのピークのパワーを

足し合わせた値を特徴量αとしている．  
我々が提案する手法は，音声の内，母音を検

出するため，第 1，第 2 フォルマントを推定す

る．よって上記のピークの内，パワーの大きな

ものから２つのピークを抽出し，それらのパワ

ーの和をそのフレームの特徴量とする． 
本稿では母音区間を決定する際，各音声の特

徴量の中央値から閾値を設定した．これよりも

大きな特徴量を有するフレームを母音フレーム

とした． 

3 評価手法 

母音区間検出法の精度の評価に使用した刺激

は，アルカディアの音声合成ソフトウェア

「SPeeCAN SFT5」を用いて作成した．話者は

女性であった．子音(C)から母音(V)への遷移部

と，V から C への遷移部を含ませるため，

C1V1C2V2の 2 モーラ語を使用した．これに提案

する母音区間検出法を施し，V1がどれほどの精

度で検出されるか検討した．使用した C と V の

種類は， C1と C2 は/s/, /t/, /ch/, /n/の 4 種類，V1

は/a/, /i/, /u/の 3 種類を用い，V2は/a/のみとした．

以上の内，/ti/は日本語の音節には存在しないた

め，評価には用いなかった．そのため音声の総

数は，C1(4 種類)×V1(3 種類)×C2(4 種類)の 48 通

りから，/ti/+C2V2 である 4 通りの音声を除いた

44 通りとした． 
 処理を施す前の刺激のスペクトログラムやフ

ォルマント等を参考に目視で母音区間(V1)を判

定し，母音区間の開始点と終了点を定め，これ

を正解ラベルとした．開始点と終了点に関して，

判定箇所と正解ラベルの差を誤差とし，評価を

行った．結果は V1，C1，C2の種類において分散

分析を行い，Sidak による多重比較を行った． 

4 結果および考察 
 V1，C1，C2の種類ごとにまとめた結果を，Fig. 
1~3 に示す．正解ラベルから判定箇所が遅れて

いれば正，早ければ負として表した．子音部の

情報は，音声の聴き取りの際に重要であるため，

今後は子音部が母音区間と判定されることを，

誤判定であるとする．判定開始点の値が負，ま

たは判定終了点の値が正である時，V1 の前後の

子音部分を誤判定していることを意味している． 
 Fig. 1~3 より，全 44 通り中 32 通りの音声が，

開始点が 0～35 ms，28 通りの音声が，終了点が

-35～0 ms という範囲の結果が得られた．使用し

た音声の V1の長さは，平均が 95 ms であった．

よって，この手法は使用した音声の内，約 6 割

の音声に対し，母音区間のみを正しく検出する

ことが出来たと言える．また，全 44 通り中 40
通りの音声において，50 ms 以内の誤差で母音 
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区間検出を行うことが出来た． 
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Fig. 1 より，V1 が/a/である 16 通り中 15 通り

で開始点が正，終了点が負の値をとった．一方

V1 が/i/である 12 通り中 6 通りの開始点が負と

なった．開始点について，/a/の平均値は+15 ms，
/i/の平均値は-4 ms であり，/i/の方が子音区間を

誤判定していることが多く，これらの間には有

意差が見られた(p<0.05)．よってこの手法は，/i/
の直前の子音区間を誤判定しやすいことが分か

った．これは/i/のパワーが/a/のパワーよりも小

さかったため，子音と母音との差が少なく，判

別が困難であったからであると考えられる． 

/a/
/a/

/i/
/i/

/u/
/u/

 Fig. 2 より，開始点に関して，/s/, /t/, /ch/の平

均値は正であったのに対し，/n/の平均値は負と

なった．さらに，/n/とその他の全 C1の間に，有

意差が見られた(p<0.05)．これは/n/に後続する

母音が鼻音化し，子音と母音の判別が困難にな

ったからであると考えられる． 

Fig. 1 V1の種類ごとにまとめた結果 
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 Fig. 3 より，終了点に関して，正の値をとっ

たものは C2が/n/のものだけだと分かった．これ

は C1 ごとの結果と同様に，母音の後に鼻音が続

き，母音を鼻音化したためにこのような結果が

得られたと考えられる． 
/s/
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Fig. 2 C1 の種類ごとにまとめた結果 
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Fig. 3 C2 の種類ごとにまとめた結果 

5 まとめ 
 今回提案した母音区間検出法は，評価に使用

した 44 通りの音声中，6 割の音声に対し，母音

区間のみを正しく判定することが出来た．しか

し鼻音を含む音声では，子音区間を母音区間と

誤って検出しやすいことが分かった． 
今後は母音区間に誤って判定した子音を保持

する手法を検討し，さらにこの手法を用いて，

残響環境下での音声明瞭度の改善法を検討して

いきたい． 
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